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大学生の本来感と対象関係および自己受容・他者受容との関連

要　　旨

　大学生という時期は日本では多くの場合が最
後の学生としての時期を過ごす期間である。大
学卒業後には環境・対人関係も大きく変わって
くると考えられる。
　そのような中でどのように生きるか等は“自
分らしくある感覚”が保持できているか否かが
自分自身の在りかたを決め，多くの活動の場面
において自身の活動を円滑に進めるための一つ
の指標となるのではないかと考えられる。
　本研究は，伊藤・小玉（2005）によって「自
分自身に感じる中核的な本当らしさの感覚の程
度」と操作的に定義された本来感尺度を用いて，
自己受容と他者受容と，その重要な関係性はど
のような形のものかに焦点を当て，行った。そ
の結果，自己受容と本来感の間での強い関連が
示唆され，自己受容ができているものの方が本
来感も高くなり，他者との関係性においても安
定した関係性が築け，ある程度自己をその関係
性において自由に出せているということが本来
感を高めるといったことが示唆された。

Key Words： 本来感・対象関係・青年期・自己
受容・他者受容

Ⅰ．はじめに

　日本において，大学生時期というのは自己決

定の重要な期間であると考えられる。大学全入
時代と言われる現代において，自身がどのよう
な進路に進み，大学への進学を決定した際，そ
の学生生活の中での決定をどのようにしていく
のか，自身のその後の自立も含め，この時期に
大きな選択をすることは少なくない。
　大学生という時期は日本では多くの場合が社
会にでる以前の最後の学生としての時期を過ご
す期間である。それまでの小・中・高などのこ
れまでの学内での交友関係も含め，自身がそれ
までにどのように他者と関わってきたのか，そ
の繋がりかたや頻度はどの程度のものかなど
も，社会に出る依然と出てからで大きく変わっ
てくると考えられる。学友として共に過ごして
きた友人と，社会に出て同僚として他者と知り
合い，付き合うということは，これまでの関係
とは大きく異なってくると考えられる。今まで
自分自身が他者とどのように接してきたか，そ
の中で自分自身がどのように在ったかを自分の
中で保持していけることが大きく変容する環境
において，その後様々な場面で活動するに当た
り大きな役割と果たすと考えられる。
　ことに，近年では電子機器でのやり取りの場
面も増え，大きく他者との繋がりかたも変容し
てきた。顔や声も知らない他人と手近な端末で
即座にやり取りができ，他者との繋がりが実際
に会うといった機会のみに留まらず，いつ何時
でも他者と繋がれるようになったこの時代にお
いてどのように他者と接し，その中でどのよう
に生きるか等は“自分らしくある感覚”が保持
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できているか否かが自分自身の在りかたを決
め，多くの活動の場面において自身の活動を円
滑に進めるための一つの指標となるのではない
かと考えられる。

Ⅱ．問　題

　エリクソン（Erikson, E. H. 1959）によれば，
青年期はアイデンティティの確立の時期である
とされている。大学生はそのアイデンティティ
確立の時期にあたる中でも社会に出る準備期間
として，猶予をもつ特別な期間であると考えら
れ，特殊な立ち位置に属していると言える。日
本において，大学生の自己決定はそのまま就職
に繋がることも多く，ここでアイデンティティ
が確立されていくことは非常に大きな意味があ
ると考えられる。
　大学生時期においては，それ以後に対しての
大きな決定といえるであろう就職，あるいは進
学かといった，社会へ進むか否かが決まるとい
う大きな決定ともいえる進路にも関係する事か
ら，それまで以上に自分自身にも向き合う必要
があると考えられる。そのためアイデンティ
ティの確立が進んでいくのではないかと考えら
れる。女子大学生を対象に，行われた高木ら
（1986）による研究では，同一性拡散群におい
ては自尊感情の得点が有意に低くなっていると
の報告がなされており，アイデンティティの拡
散は，自尊感情の低下を招くと考えられる。ま
た，伊藤・小玉（2005）による本来感とwell-

beingの関連をみる研究において，本来感と自
我同一性の併存的・因子的妥当性をみた分析で
中程度の相関がみられ，異なる因子構造がより
当てはまりの良いモデルであったとしている。
これらの事から自尊感情と本来感は近しいもの
でありながらも異なったものとして併存してい
ると考えられ，また，このことから自尊感情・
アイデンティティ・本来感における関連性は存
在しているものと考えられ，アイデンティティ
が確立していくにしたがって，本来感も高くな
ることが予想される。

　本来感とは，高い自尊感情にあるとされる適
応的なものと，不適応的なもののうち，適応的
な自尊感情を指す。適応的な自尊感情とは，不
適応的な自尊感情は自己価値が社会的な成功の
有無など，外的な基準に左右されるのに対し
て，自分自身の内的な感情であり，外的な基準
には左右されない。伊藤・小玉（2005）は本来
感の定義を「自分自身に感じる中核的な本当ら
しさの感覚の程度」と操作的に定義し，その尺
度を作成した。本研究においてもこの定義を採
用し，本来感とする。
　本来感と自尊感情が異なる影響を与えている
という事の一つとしては，伊藤・小玉（2005）
による本来感と自尊感情がwell-beingに与えて
いる影響をみる研究が挙げられる。well-being

の下位因子において，本来感は，人生に対する
満足以外（抑うつ・不安・人格的成長・人生に
おける目的・自律性・積極的な他者関係）に正
の影響をあたえ，自尊感情は，抑うつ・人生に
対する満足・人生における目的・自律性に対し
て有意に影響を与えており，自律性に対しての
み負の影響を与えたとしている。このことか
ら，本来感は自尊感情に比べ，よりwell-being

に広く影響を与えていると考えられる。自尊感
情は自律性を低下させ，他者との関わり合いを
促進させるなどの機能はないのに対し，本来感
は自律性を高め，他者との関わり合いとの関連
があると考えられる。本来感と他者との関わり
合いとの関連をみた他の研究の一つとして，益
子（2010）による過剰な外的適応行動と内省行
動が本来感におよぼす影響をみた研究が挙げら
れる。同研究において，本来感に対し過剰適応
の内の自己抑制が負の相関を，よく思われたい
欲求が正の相関を示したとしており，自己内省
は弱い正の相関を示したとしている。このよう
な結果から，自身をよく思われたいといった欲
求と共に他者関係を積極的に持つ傾向が本来感
に影響を与えていると考えられ，また，他者と
の関係をどう持つか，どのように関わっている
かといったことの方が，自己に対する内省より
も，より大きな関連があると考えられる。本来
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感は自律性を高めるということからも，他者と
融和的になるのではなく，自身を自身として受
け止め，そのうえで他者に認められるよう自身
を方向づけする影響を与えているのではないか
と考えられる。また，他者との関わり合いにお
いてどのように自身を表せるか，または他者を
どのように受け止めるかにおいては，自身に対
する受容や，他者に対する受容が関係してくる
であろうと考えられる。
　櫻井（2013）が女子大学生を対象に行った，
自己受容・他者受容のアンバランスさと精神的
健康の関係をみた研究において，全ての群間で
有意に差があり，自己受容・他者受容高群＞自
己受容高群・他者受容低群＞自己受容低群・他
者受容高群＞自己受容・他者受容低群の順に精
神的健康が高いとの結果がでており，自己受容
と他者受容のバランスにより差異があることが
示された。また，同研究において，自己受容と
他者受容は低い相関を示し，自己受容と精神健
康は中程度の負の相関（低得点が精神健康が高
い）を示し，他者受容と精神健康では低い負の
相関を示したとしている。精神的な健康を保つ
ためには自己の受容，並びに他者の受容が必要
であることが示唆されたと言える。また，自己
受容と他者の関連を取り扱った研究として，山
田・岡本（2006）による青年を対象とした自己
による自己受容と他者を通しての自己受容の研
究がある。この研究では，自分自身が自分に対
し受け入れる感覚である自己受容と，他者に受
容されることを通して自身を受けいれられるよ
うになるという自己受容を，自己による自己受
容と他者を通しての自己受容とに分け，研究を
行った。この研究によれば，自己による自己受
容・他者を通しての自己受容の両尺度が受容し
てくれる他者の存在と自尊感情の両尺度に優位
に弱い正の相関を示したとしている。また，全
ての相関において，多少ではあるが他者を通し
ての自己受容よりも，自己による自己受容が強
く相関を示したとの結果がでており，自身が他
者に受け入れられているという感覚よりも，自
分自身を受けいれられる感覚を持つ者の方がよ

り受け入れてくれる他者の存在があるという感
覚をもち，自尊感情も高まるということが示唆
されている。
　対象関係の形と他者の関係性に関する研究と
して靍田ら（2015）の青年期の対象関係と自己
表明行動に関する研究がある。この研究におい
て，対象関係尺度の内の親和不全因子と回避的
自己表明行動の間に中程度の正の相関，希薄な
対人関係因子と回避的自己表明行動の間に弱い
正の相関がみられ，一体性の過剰希求と婉曲的
自己表明・見捨てられ不安因子と婉曲的自己表
明行動の間に弱い正の相関がみられ，希薄な対
人関係とアサーティブな自己表明行動との間に
中程度の正の相関がみられたとした。また，関
係満足度と希薄な対人関係因子との間に有意な
中程度の負の相関がみられ，アサーティブな自
己表明行動と関係満足度の間に中程度の正の相
関が，回避的自己表明行動と関係満足度との間
に有意な弱い負の相関がみられたと報告されて
いる。
　このことから，他者との関係の持ちづらさ，
親密性が低いことは率直に自身の考えを述べる
ことと関連があると考えられ，他者関係が親密
である者ほど自身の意見を言えるという関係性
があることが示唆された。また，アサーティブ
で回避的でない自己表明ができるほど関係満足
度が高いということから，他者全体と向き合
い，他者の意見を吟味し，それに対して自身の
意見を言えるといった，他者そのものの考えを
受け止めることが必要であると考えられる。
　以上のことから，自分自身を受けいれられる
ということや他者を受けいれられること，他者
との関係性が安定しているということは自分が
自分らしくあるという感覚を強めることにも繋
がり，自分らしくあるという感覚が高まること
は，人格的成長や精神的健康を助長する役割が
あると考えられる。そのような感覚を高めるに
は，自身の内的なもののみでなく，他者が自身
に対してどのように関わっているか，どのよう
な関係性であるか，その関係性を自身がどう受
け止め，それに対しどうアプローチをしているか
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といったことが非常に重要であると考えられる。

Ⅲ．目　的

　上記の事から，自分らしくある感覚は自身や
他者を受容することの他に，他者とどのような
関係性を築いてきたかによる影響を受けている
可能性が考えられる。また，他者関係におい
て，よく思われたい欲求を抱くということは，
その対象が存在しているという前提が考えら
れ，時には向き合う機会もある，ある程度親密
な者の存在が考えられる。
　本来感と自己受容・他者受容・他者関係の関
連として，自分が自分らしくいられるという感
覚は，他者と自身の対比が必要であると考えら
れる。他者の存在があり，自身との摩擦があっ
たうえで，自身が他者と別の存在としてそこに
在り，それを自分自身であると認められること
が，自分が自分らしくあるという感覚を高める
のではないかと考えられる。他者を受容し，他
者の個別性を認め，他者との関係性を見つめ，
自身がその他者とより良い関係を築けることに
よって，他者と自分が別の存在であり，自分も
他者もそのままの存在でいいのだと感じられる
ことが本来感を高めることに繋がると考えらえ
る。しかし，その本来感との関連において，自
身をどのような形で受容しているのか，他者と
どのような関係性を築いているのかをみた研究
は行われていない。
　本研究では，本来感はどのような他者関係と
の関連が強いか，また，そのなかでの他者と自
身の受容の関連やその形はどのようなものであ
るかの関連を検討していくことを目的とする。
　自身のあるがままの姿を認め，自身を受けい
れることができるという状態，他者を受けい
れ，他者との関係性の不安定さに耐え（あるい
は安定性を増し），自分自身を他者との関係性
においても表出できることが常に自分らしくあ
るという感覚に繋がる可能性が考えられ，ま
た，先行研究から，他者受容と自己受容の働き
は似通ったところが多いと考えられ，程度の違

いはあれど影響は同様に示すと考えられる。こ
のようなことから本研究における仮説は以下の
通り示す。①本来感は対象関係の各因子から負
の影響を，自己受容の各因子・他者受容から正
の影響を受けている。②本来感は自己受容・他
者受容と正の相関関係を示す。③対象関係は本
来感・自己受容・他者受容と負の相関を示す。

Ⅳ．方　法

1．調査対象および調査時期
　調査は都内および埼玉県の私立大学に通う大
学生を対象に，質問紙のフェイスシートにて，
回答の有無により不利益は起こらないという趣
旨の注意書きと，質問紙に対して協力するかど
うかの同意・不同意を選択してもらい学部・学
科・学年・性別を記入したうえで無記名・個別
記入方式の質問紙を配布し，授業終了時に20

～ 30分程度の質問紙回答記入時間をもらい，
質問紙の配布・回収を即日で行った。回答は欠
損値が認められたものを除き使用した。総回答
数は276名，有効回答数220名（有効回答
80％，男性97名，女性123名，年齢平均19.8

歳）であった。
　調査機関は平成27年9月～同年10月である。
なお，期間は総データ取得までの期間であり，
質問紙配布から回収までは同日内に行われた。

2．質問紙
A．対象関係尺度

　対象関係の測度として，井梅ら（2006）によっ
て作成された青年期用対象関係（以下対象関係）
尺度を使用した。「私は，人とどうやって会っ
たり話したりしていいのかわからない」「私は
自分の心に壁を作ってしまい，周りをよせつけ
ないところがある」など6項目からなる「親和
不全因子」，「本当の自分を理解してくれている
と思える人がいる」「私には，ほんとうに困っ
たとき，助けてくれると思える人がいる」など
5項目からなる「希薄な対人関係因子」，「人を
思い通りに動かすのは，私の密かな楽しみであ
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る」「私には，欲求を満たそうとして，自分の
思い通りになるよう相手を仕向けるところがあ
る」など5項目からなる「自己中心的な他者操
作因子」，「親しい人とは，何をするにも一緒に
行動をしないと気が済まない」「親しい人には，
自分を“100％”受け入れてもらいたい」など
6項目からなる「一体性の過剰希求因子」，「何
かにつけて置いてきぼりにされそうで，よく心
配になる」「ひょっとして大切な人から拒絶さ
れるのでは，という恐れをいだくことがある」
など7項目からなる「見捨てられ不安因子」の
5つの因子からなり，計29項目で構成され，
「とてもそう思う」から「全くそう思わない」
までの6件法で回答を求めた。
B．自己受容尺度
　自己受容の測度として，櫻井（2013）によっ
て作成された自己受容尺度を使用した。「現在
の自分を受けいれている。」「良いところも悪い
ところも含めてこれが自分だと思える。」など
7項目からなる「全体としての自己受容因子」，
「物事がうまくいったとき，自分自身を自然に
認めることができる。」「自分の素敵なところを
素直に良いと思える。」など7項目からなる「望
ましい自己の受容因子」，「これまでの人生をや
り直したい。」「全体として自分のことが受けい
れられない。」など5項目からなる「現状満足
因子」の3つの因子からなり，「とてもあては
まる」から「まったくあてはまらない」までの
5件法で回答を求めた。
C．他者受容尺度
　他者受容の測度として，櫻井（2013）によっ
て作成された他者受容尺度を使用した。「他人
の喜びを素直に喜べない。」「他人の長所を素直
に認めることができる。」など17項目からなり，
「とてもあてはまる」から「まったくあてはま
らない」までの5件法で回答を求めた。
D．本来感尺度
　本来感の測度として，伊藤・小玉（2005）に
よる本来感尺度を用いた。本来感を感じている
個人の状態を記述した「いつも自分らしくいら
れる」「いつでも揺るがない「自分」をもって

いる」など7項目からなり，「当てはまる」か
ら「あてはまらない」の5件法で評定を求めた。
E．分析方法
　対象関係尺度および自己受容尺度は因子構造
を有し，因子構造をもつため，確認的因子分析
を行い，各因子の信頼性の検定を行った。その
後，本来感尺度・他者受容尺度・自己受容尺度・
対象関係尺度の相関分析を行った。なお，因子
構造のあるものは，尺度ごと・因子ごとに相関
分析を行った。本来感に対し自己受容・他者受
容および対象関係からの影響が予想されるた
め，独立変数を自己受容・対象関係の各因子・
他者受容とし，本来感を従属変数においた重回
帰分析を行った。また，本研究においては，全
ての質問項目が得点が高いものが低い数値（1

があてはまるなど）となっているため，逆転項
目以外に逆転処理を行って分析を行った。な
お，本研究においては，対象関係の総得点は，
他者関係との総合的な不安定さの一つの指標と
して算出し，分析にも用いるが，主眼は各因子
との関連においての検討とする。

Ⅴ．結　果

1．対象関係尺度因子分析結果
　対象関係尺度は5因子の因子構造を持つため，
これを確認するため因子分析を行った。分析方
法は先行研究にならい，最尤法・プロマックス
回転で5因子を仮定し分析を行った。その結果，
負荷量を .35未満で切り，採択した際に質問項
目が先行研究と同じ因子構造を示した。また，
5因子構造での累積％は56％であった（表1）。
A．親和不全因子
　Ⅰ因子は，因子負荷量順に「私は人となかな
か親しくなれない」「私は，人とどうやって
会ったり話したりしていいのかわからない」
「私は自分の心に壁を作ってしまい，周りをよ
せつけないところがある」「人のそばにいると，
緊張して落ち着かないことが多い」「私は他人
と深くつき合う事を恐れている」「私には，親
しい相手との関係を，自分から切ってしまうと
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ころがある」の6項目からなる他者と親しくい
ることに対しての難しさや関係性の構築の困難
さや緊張を表している「親和不全因子」。最も
低い負荷量を示したもので .430であり，他因
子にまたがって .35以上を示したものはなかっ
た。また，同因子の信頼性をみるため，
Cronbachのα係数（以下α係数）を算出した
ところ，α＝ .891と問題のない値となった。
B．見捨てられ不安（見捨不安）因子
　Ⅱ因子は因子負荷量順に「私は他人からの否
定的な態度・素振りにひどく敏感で傷つきやす
い」「親しい人に自分の考えを否定されるとひ
どく傷つく」「私は人と接する時，人の顔色を
とても気にする」「身近な人が私以外のものに
気をとられたら，拒絶された感じがして傷つ
く」「とても親しい相手であっても，いつか裏

切られるのではという不安を感じることがあ
る」「ひょっとして大切な人から拒絶されるの
では，という恐れをいだくことがある」「とて
も親しい相手であっても置いてきぼりにされそ
うで，よく心配になる」の7項目からなる親し
い他者との関係性に対する拒絶，取り残される
不安を表す「見捨てられ不安（以降見捨不安）
因子」である。同因子内において，最も低い負
荷量を示したものは .538で，他因子への .35以
上の重複はみられなかった。また，α係数を算
出したところα＝ .894と，問題のない数値と
なった。
C．一体性の過剰希求（一体希求）因子
　Ⅲ因子は負荷量順に「親しい人とは，何をす
るにも一緒に行動しないと気が済まない」「私
は常にだれかといっしょにいないと不安であ
る」「私は完全に一心同体になれる人を求めて
いる」「私を本当に想ってくれる人なら，私の
要求をすべて受け入れてくれるはずである」
「母親なら，私の望みをかなえてくれて当然だ」
「親しい人には，自分を“100％”受け入れても
らいたい」の5項目からなる他者との心理的距
離の過度の近さを表す「一体性の過剰希求（以
下一体希求）因子」である。同因子内で最も低
い負荷量は .432で，他因子への .35以上の重複
はみられなかった。また，α係数を算出したと
ころα＝ .838と十分な数値であった。
D．自己中心性（自己中心因子）因子
　Ⅳ因子は負荷量順に「私には，欲求を満たそ
うとして，自分の思い通りになるよう相手を仕
向けるところがある」「人を思い通り動かすの
は，私の密かな楽しみである」「自分が思う通
りに人の気持ちを仕向けていくことが，人との
つきあいで重要なことである」「自分の欲望を
満たすために，人を利用することは悪いことで
はないと思う」「人との関係で私が重点を置く
ことは，常に相手より優位な立場になることで
ある」の5項目からなる自分が優れているとい
う独善的な思い，自分のために他者が動くこと
が当然と考える「自己中心性（以下自己中心）
因子」である。同因子内で最も低い因子負荷を
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表１　対象関係尺度　因子負荷量
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示したもので .541で，他因子への .35以上の重
複はみられなかった。α係数を算出したところ
α＝ .825であった。
E．希薄な対人関係（関係希薄）因子
　Ⅴ因子は負荷量順に「私には，本当に困った
とき，助けてくれると思える人がいる」「本当
の自分を理解してくれていると思える人がい
る」「私は人間関係を大事にしており，それに
よって多くのものを得ている」「私は親しい人
（家族や恋人，親友など）に自分の要求を適切
に伝えることが出来る」「友人関係は比較的安
定している」の5項目からなる。他者に対する
評価が安定しない，相互理解，実質的な中身を
伴う対人関係の交流の困難を表す「不安定で希
薄な対人関係（以下関係希薄）因子」である。
また，この項目はすべての項目が逆転項目であ
るため，本研究においては逆転処理を行わず研
究を進めた。同因子内で最も低い負荷量を示し
たもので .445で，他因子への .35以上の重複は
みられなかった。α係数を算出したところα
＝ .894と十分な値であった。

2．自己受容因子分析結果
　自己受容尺度は先行研究によって3因子の因
子構造が確認されている。本研究においても同
じ因子構造を持つかどうかを因子分析を行い確
認した。分析方法は先行研究にならい，主因子
法・プロマックス回転で3因子を仮定して行っ
た。負荷量を .35を基準としてみたところ，第
Ⅰ因子に一項目 .35に満たない項目があり，第
Ⅱ・第Ⅲ因子に，他因子とまたがって負荷量が
高かったものがあったが，その因子に属する他
の負荷項目の結果が先行研究と同じとなったた
め，今回は同因子として扱う事とした。結果は
以下の通り（表2）である。
A．  全体としての自己の受容（全体的自己受
容）因子

　第Ⅰ因子は負荷量順に「自分の弱いところも
自分の一部として認めることができる」「人は
人，自分は自分だと思える」「良いところも悪
いところも含めてこれが自分だと思える」「現

在の自分を受けいれている」「ありのままの自
分でよい」「自分自身を受けいれている」「自分
の不完全な部分にあまりとらわれない」の8項
目からなる自分自身を全体的に捉え，受容でき
るかといったことを表す「全体的な自己の受容
（以下全体的自己受容）因子」である。本研究
では同因子内で最も低い負荷量を示したもの
は .319と .35に達しなかったが，因子負荷を示
している質問項目が先行研究と同一であったた
め，本研究においても同因子と定めて分析を続
行する。α係数を算出したところα＝ .834と十
分な値であった。
B．望ましい自己の受容（望自己受容）因子
　第Ⅱ因子は負荷量順に「物事を成し遂げたと
き，自分の努力を認めることができる」「物事
がうまくいったとき，自分自身を自然に認める
ことができる」「自分が他者から高く評価され
たとき，半信半疑になる（逆転項目）」「自分の
優れている部分をうけいれている」「自分の長
所を素直に認めることができる」「他者から好
意を持たれたとき，しっくりとしない（逆転項
目）」「自分の素敵なところを素直に良いと思え
る」の7項目からなる，自分自身の望ましい事
柄に関する「望ましい自己の受容（以下望自己
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表２　自己受容尺度　因子負荷量
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受容）因子」である。同因子内で最も低い負荷
量を示したもので .515で，他因子への .35以上
の負荷は質問項目10「物事がうまくいったと
き，自分自身を自然に認めることができる」
（- .394）と，質問項目12「自分が他者から高く
評価されたとき，半信半疑になる」（.350）と
二項目みられたが，属する因子が先行研究と同
様であり，負荷量が重複していた項目も二つと
少なかったため採用し，信頼性を求めた。α係
数を算出したところα＝ .809と十分な値であっ
たため，この因子を先行研究と同様に扱うこと
とする。
C．現状満足因子
　第Ⅲ因子は「これまでの人生をやり直したい」
「「今とは違う自分だったらなぁ」と思う」「自
分の欠点や弱点はできることなら捨て去ってし
まいたい」「過去の自分が気に入らない」「全体
として自分のことが受けいれられない」（すべ
て逆転項目）の5項目からなる，自分自身の変
化を希望する項目の逆転からなる，現状のまま
でよいということを表す「現状満足因子」であ
る。同因子内で最も低い負荷量を示したものは
質問項目14「全体として自分の事ことが受け
いれられない」の .395であった。また，同項目
が第Ⅱ因子に高い負荷量を示し .378となって
いたが，因子を構成する項目が先行研究と同一
であったため，これを採用し，同因子として扱
うこととする。α係数を算出したところα
＝ .713と他因子と比べると若干低くはあるが，
問題となるほどの値ではなく，先行研究と同因

子として使える範囲であると判断した。
　因子構造をもつ尺度は以上となり，全ての因
子構造が先行研究通りで使って問題ないと判断
した。

3．相関分析結果
　各尺度と各因子において相関分析を行った結
果，以下の通りとなった（表3・表4）。
A．尺度別相関分析結果

　本来感と対象関係・他者受容・自己受容の相
関関係をみた結果，全ての尺度間でp.＜01で
あり1％水準で有意であった。本来感と対象関
係の間では- .430と中程度の負の相関が，他者
受容と本来感の間では .181と弱い相関が，自
己受容と本来感の間では .713と強い相関がみ
られた。対象関係と他尺度の間では，- .430～
- .493と，どの尺度とも中程度の負の相関がみ
られ，対象関係の総得点を他者関係の不安定さ
の度合いとし，他者との関係性が安定している
ものが，本来感・自己受容・他者受容が高まる
ことを示唆したいえる。
　自己受容と他者受容の相関においては，p

＜ .01であり1％水準で有意に .262と弱い相関
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表４　各下位尺度・他者受容・本来感相関

表３　各尺度相関
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を示した。このことから仮説②本来感は自己受
容・他者受容と正の相関関係を示す。と③対象
関係は本来感・自己受容・他者受容と負の相関
を示す。という仮説は支持された。
B．因子別相関分析結果
　対象関係・自己受容の因子間と因子構造を持
たない本来感と他者受容の間においてどのよう
な相関関係にあるかをみるため，両尺度と各尺
度因子との相関関係をみた結果，自己中心因子
と一体希求を除き，全ての因子間で相関関係が
みられた。
　本来感と最も相関が高くでたものは .624で
全体的自己受容であり，強い相関を示した。次
いで .599で現状満足，望自己受容となり，自
己受容の各因子はそれぞれ本来感と強い相関を
示していた。対象関係の各因子では，最も負の
相関が高かったのは-439で親和不全因子，次
いで- .414で見捨不安因子，- .378で関係希薄因
子となった。自己中心と一体希求においては本
来感との相関はみられず，自己中心が相関を示
したものは- .364で他者受容，.265で一体希
求，.194で見捨不安とであり，その他の因子と
は有意な相関はみられなかった（n.s.）。また，
一体希求と相関を示したものは .532で見捨不
安，- .288で他者受容，.265で自己中心，- .262

で現状満足，- .228で全体的自己受容となった。
以上の結果から，本来感は，自己受容の観点か
ら良いところも悪いところも含め，現在の自
身・望ましい自己を受け入れ，対象関係の観点
から他者と親和的であり，見捨てられることへ
の不安を抱かないでいられる（あるいは求めず
によい）安定した他者との関係性を築けている
ものが高い得点を示す考えられる結果となった。

4．本来感への重回帰分析結果
　本来感を目的変数に置いた対象関係の各因子
と自己受容各因子・他者受容からの影響をみる
ためステップワイズ法にて重回帰分析を行った
結果，以下の通り（表5）になった。
　ステップワイズ法にて除外されたものは一体
希求と見捨不安・他者受容であった。本来感に

対し，重回帰分析において有意であり，採択さ
れた因子は全体的自己・望自己受容・現状満足・
親和不全・自己中心・関係希薄であった。この
モデルにおける r2乗値は .555であった。
　本来感と最も高い標準化ベータ（以下回帰係
数）を示したものは全体的自己受容で，次いで
現状満足，望自己受容が順に高い回帰係数を示
し，本来感に対し，自己受容が多く影響を与え
ているということが示唆された。また，相関分
析においては有意ではなかった自己中心因子が
重回帰分析においては正の回帰係数を示し，影
響を与えていることが示された。見捨不安因子
と一体希求因子からの影響が有意でなかったこ
とから，仮説①本来感は対象関係尺度の各因子
から負の影響を，自己受容尺度の各因子・他者
受容から正の影響を受けている。という仮説は
支持されなかった。

Ⅵ．考　察

1．因子分析
　本研究において使用した尺度で因子構造を持
つものは「対象関係尺度」と「自己受容尺度」
の二つの尺度であった。対象関係尺度の因子が
先行研究と同じく5つの因子に分かれ，「親和
不全」「希薄な対人関係」「自己中心的な他者操
作」「一体性の過剰希求」「見捨てられ不安」の
因子となった。第Ⅴ因子（関係希薄）において
のみ，第Ⅰ因子（親和不全）に質問項目10「私
は人間関係を大事にしており，それによって多
くのものを得ている」と質問項目11「友人関
係は比較的安定している」の .300を超える負荷
量を示す二つ見受けられたが，他の因子負荷量
も申し分なく，信頼性も高く算出され，本研究
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表5　本来感への重回帰
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においても非常に信頼性の高い因子群となった
と考えられる。
　自己受容の先行研究で確認された因子は3つ
であり，「全体としての自己の受容」「望ましい
自己の受容」「現状満足」の3つであった。本
研究においても概ね問題はなく，こちらの因子
構造も先行研究通りに使用するのに問題となる
ほどの値はでなかったが，因子構造において多
少のブレが生じていた。
　第Ⅲ因子においての因子構造で特に目につい
たのは属すべき因子と異なる因子と属する因子
とほぼ同等の負荷量を示した質問項目14につ
いてである。14の「全体として自分のことが
受けいれられない」（逆転項目）では，第Ⅱ因
子の「望ましい自己の受容」に負荷量が高く算
出され .395と .378と負荷量の差が .017の差と
非常に小さいものとなった。これは，「自分を
受けいれられない」という質問文に対し，現在
の自分を受けいれないという事が，望ましい自
分へ変化することに繋がる一端となっているた
めなのではないかと予想される。第Ⅱ因子で
は，第Ⅲ因子に負荷量が重複している項目が二
つみられた。質問項目10の「物事がうまくいっ
たとき，自分自身を自然に認めることができ
る」は- .394で，他因子へ高い負の負荷量を示
している。また，重複していたもう一つの質問
項目12「自分が他者から評価された時，半信
半疑になる」も同様に .350で第Ⅲ因子に重複を
していた。第Ⅱ因子に属する項目で他の項目の
ものは概して第Ⅰ因子の「全体としての自己の
受容」因子に負荷量が高めにでており，「望ま
しい自己」というものが自身を認めることを基
礎とし，変容の間に在るという事が考えられ
る。信頼性αの値も十分であったため，本研究
では先行研究同様の因子として扱ったが，本研
究においては2つの因子に高い負荷量を示した
質問項目10・14は望ましい自己の受容・現状
満足との関連性の高さが示唆され，項目の類似
性が高いと考えられる。

2．相関分析
A．尺度別相関分析

　尺度間の相関分析においては，全ての尺度で
有意に相関関係を示していた。とりわけ本来感
と自己受容は .713と強い相関を示し，自身を
受容できることは本来感を高めることと密接な
関係があることが考えられる。比して，他者受
容は本来感との間に非常に弱い相関関係を示し
た。他者を受容できるということは，自分自身
の受容に比べ自分らしさを感じることとの関連
性は高くないことが示唆された。
　対象関係と本来感の相関においては，- .430

と中程度の相関を示した。対象関係は，自己受
容・他者受容においても中程度の負の相関を示
した。また，わずかな差ではあるが最も強い相
関関係を示したのは自己受容であった。他者と
安定した関係性は，自分らしくあることや他者
を受けいれることとの関連性も高く示された
が，関連の示された中でも自己の受容ができる
ものが他者との安定した関係性を持ちやすい傾
向であることが示唆された。
B．因子別相関分析
　尺度別ではすべてが有意に相関関係を持って
いたが，因子別でどのような関係性との関連が
高いのかをみるために因子別で相関分析を行っ
た。本来感と相関関係を持たない対象関係因子
は「自己中心」と「一体希求」であった。対象
関係因子で最も強い相関関係を示したものは
「親和不全」で- .439であった。次いで- .414見
捨不安，- .378「関係希薄」であった。また，
自己受容の因子とはすべて強い相関関係がみら
れた。
　「一体希求」の質問項目では「親しい人とは，
何をするにも一緒に行動をしないと気が済まな
い」「私は完全に一心同体になれる人を求めて
いる」「私を本当に想ってくれる人なら，私の
要求をすべて受けいれてくれるはずである」
「母親なら，私の望みを叶えてくれて当然だ」
といった，他者は自身に対してこうあるべきで
ある，という願望・希望の提示がなされている
質問項目が多くみられる。また，「自己中心」
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では「人を思い通りに動かすのは，私の密かな
楽しみである」「自分が思う通りに人の気持ち
を仕向けていくことが人とのつきあいで重要な
ことである」「自分の欲望を満たすために，人
を利用する事は悪いことではないと思う」など，
自身が対象に対しどのような行動を起こすのか
といった質問項目になり，この二つの因子にお
いて共通すると考えられる点では対象に対して
の願望・希望などの対象への“望むこと”を表
している質問項目が多いと考えられる。対し
て，相関のあった他の因子では「親しい人に自
分の考えを否定されるとひどく傷つく（見捨不
安）」「私には，本当に困ったとき，助けてくれ
ると思える人がいる（関係希薄）」「人のそばに
いると，緊張して落ち着かないことが多い（親
和不全）」など，対象との間にある“不安や緊張”
が関係していることが考えられる。このような
ことから，本来感に対し関連性を示した群とし
て，他者への欲求や願望よりも，他者との関係
を築くこと自体に対しての不安・難しさや他者
との関係上での不安・緊張が少ないような選択
項目という傾向があり，本来感との関係性を示
していたのではないかと考えられる。
　このことから，相関分析の結果においては，
本来感は他者関係において，他者をコントロー
ルしたい，他者と密接になりたいという願望よ
りも，新しい他者との繋がりを作ることへの不
安，現在交流関係のある他者との関係性の不安
や，見捨てられてしまうのではないか，といっ
た緊張状態と負の相関を示しているということ
が示唆されたといえるだろう。
　他者受容と他の因子の相関をみたところ，全
ての因子・尺度と弱いながら相関を示している。
他者受容は直接的に何かと繋がり，共に高まる
という役割は強くなく，他者を受容するという
ことは広く，基礎的なものとして他者との関わ
りに関連しているのではないかと考えられる。
しかし，すべての因子・尺度と相関関係は示し
たが，中でも本来感と「現状満足」との間の相
関関係は非常に弱いもので，対象関係因子の中
で他者受容と負の相関関係で係数の高かったも

のは「自己中心（- .364）」と「関係希薄（- .355）」
の二つであった。このことから，親密な関係を
持つ他者に対しては受容が高まることが考えら
れ，自身を中心的に考え，その対象をコント
ロールしようとするという傾向が低下すること
傾向にあると考えられる。他者受容が高まる状
態としては，他者との関係性を優先しやすいと
考えられ，他者との関係性を継続するうえで自
身を中心として現状のままでいること優先する
よりも，他者との関係性を保持する事を優先す
る傾向があるのではないかと考えられる。
　「一体希求」は多くの因子間で相関関係を示
さなかったが，「見捨不安」とは正の中程度の
相関を示した。この関係性は「一体希求」の得
点が高くでるものは，見捨てられることに不安
を抱き，過剰に他者の行動に反応してしまう傾
向があるためと考えられる。その他「一体希求」
と正の相関を示したのは「自己中心」であり，
上記のことに加え，「一体希求」の高いものは，
他者と一体になりたいという願望を持ちなが
ら，自己中心的に他者と関わっていることが示
唆された。このことから，他者と一体になりた
いと感じることは，自身の感覚を他者に共有し
てもらいたいという感覚があると考えられる。
　自己受容の各因子に関して，相関関係で特徴
的であると考えられるものは「望自己受容」で
ある。「望自己受容」は自己受容因子のなかで
「親和不全」との負の相関が最も高く（-459），
自己受容因子の中では唯一「一体希求」と相関
関係を示さなかった。望ましい自己を受容する
ことは，他者との関係をスムーズに持つことが
できることと関連していることが示唆された。
他者とスムーズに関係を持てるということは，
通常，社会的には望ましい状態であると考えら
れるため，望ましい自己の一反として捉えてい
る可能性が考えられる。自身に対し，他者との
新しい関係を持つことや，他者と親しくなりや
すいといった評価を持つこと自体が望ましい自
己を受容しやすいという傾向との関連性がある
可能性も考えられる。また，スムーズに他者関
係を持てるものは，一人の他者に固執せず，広
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く他者関係を持つことが出来ることと関連する
ということを示唆していると考えられる。
　全体を通して対象関係との間での相関係の強
さが本来感と最も共通した特徴を持つのが「望
自己受容」であった。このことは，望ましい自
己の受容を高くできるものが，多くの面で本来
感の諸特徴と共通するという可能性を示唆して
いると考えられる。本来感と異なった部分の相
関の特徴に関しては，自己受容の他の因子と合
わさることでより多くの特徴が共通してくる。
このことから本来感は「全体的自己受容」「望
自己受容」「現状満足」の自己受容の包括的な
特徴を持っているものであると考えることがで
きるだろう。

3．重回帰分析
　本研究において，他者受容と自己受容は同様
の役割を果たすものと考え，本来感・他者受
容・対象関係がそれぞれ本来感に対して影響を
与えているという仮説を立て，ステップワイズ
法にて分析を行ったが，その結果，採択された
因子・尺度は自己受容の3因子，対象関係因子
の「親和不全」「自己中心」「関係希薄」の3つ
の計6因子であった。当てはまりは .555で，最
も高い回帰係数を示したものは全体的自己受容
であった。
　自己受容はすべての因子が採択され，対象関
係から採択された因子からの回帰係数もすべて
が自己受容各因子よりも低いものとなった。相
関関係を示さなかった自己中心も，対象関係の
下位因子の中で採択される結果となった。
　この結果は，自己受容と本来感は強い関係性
を示しているという事を示唆していると考えら
れる。また，相関分析においては相関関係を示
したものについても重回帰分析においては採択
されなかったことから，擬似相関であったこと
を考慮し，今一度再考する必要があると考えら
れる。
　因果関係を示した対象関係下位因子の中で
「自己中心」のみ，正の回帰係数を示し，他者
関係において，自分の思うように他者と接する

事が出来ることや他者に対してこうすべきであ
る，こうしてほしいといった願望を抱くことは
本来感を高めることに繋がっていることが示さ
れた。この結果から，他者と関わるうえで，自
身がある程度他者との関わりにおいて優位に立
ちたい，あるいは他者に自身の望み通りに動い
てほしいという願望を持つことができるという
ことも自分らしくあるということに繋がるとい
う結果が示されたといえるだろう。
　最も対象関係因子の中で高い回帰係数を示し
たものは- .149で「親和不全」であった。上述
の「自己中心」や「親和不全」と同様に負の回
帰係数を示した「関係希薄」を交え考慮すると，
他者関係において，他者との間で自分自身が他
者に対して願望を抱く，あるいは示しつつも，
関係性は希薄にならないというような関係性を
持っているもの，また，そのような関係性を作
りやすいものが本来感を高く示すという可能性
が示唆されたと考えられる。
　自己受容の各因子については，それぞれが正
の回帰を示し，相関でも示されたのと同様，包
括的な自己受容が本来感を高めることに繋がる
可能性が示された。その中でも最も高い回帰係
数を示した自己受容は相関関係においても最も
相関を強く示した「全体的自己受容」であった。
「現状満足」と「望自己受容」は相関の強さは
同程度であったが，回帰係数は「現状満足」
が .263，「望自己受容」が .160と .10以上の差を
有していた。このことから，本来感は自身を全
体的に受容できるという状態と密接に関係して
おり，自身に対してこういったことが望まし
い，と考える条件付きである自身の受容より
も，今現在の状態を受けいれられるかどうかと
いったことから影響を受けやすいと考えられ
る。また，最も回帰係数の高かった「全体的自
己受容」に関しては，自分自身のネガティブな
面を含めて受容できるかといった質問項目と
なっており，自身のポジティブな面・ネガティ
ブな面の両方を受けいれることが出来ることが
本来感により高い影響を与えていると考えら
れ る。
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Ⅶ．総合考察

　本来感に対し，自己受容の各因子が強い正の
相関関係を示し，対象関係因子において比較的
強い負の相関関係を示していたのは「親和不全」
「関係希薄」「見捨不安」の因子であった。重回
帰において有意であったものは自己受容の各因
子と対象関係因子の「親和不全」「自己中心」
「関係希薄」であった。上記のことから，多少
のずれはあるものの，本来感と自己受容に関し
ては密接な関係があると考えられた。また，自
己受容および対象関係との関係性を示すと思わ
れた他者受容に関しては自己受容各因子・対象
関係各因子ともに弱い相関関係にとどまってお
り，重回帰分析の結果においては採択されな
かった。相関分析においては自己の受容・他者
との関係性の両者に対し，同程度に低いながら
関連を持っている可能性が示唆されたといえる
が，重回帰分析では採択されず，擬似相関で
あった可能性が考えられ，他者受容が高まる事
が直接的な因果関係は存在せず，自己の受容や
他者と接する場面が増えること，あるいは他者
との接触場面の単純な増加やその他多くの要因
を含み，それらに付随し，高まっている可能性
が考えられた。
　清兼ら（2013）による青年期における自己受
容・他者受容のバランスと発言抑制をみた研究
では，他者受容の高いものは，相手のために発
言をしないという行動が少なく，自身のために
発言を抑えるといったことが示され，自己受
容・他者受容の両者が低いものに比べ，自己受
容の高いものは自身の言いたいことは言うとい
う，発言抑制が低くなるということが示されて
いる。また，同研究において発言抑制による精
神的健康に影響があるかどうかといった検討も
されており，コミュニケーション力の低さによ
る発言抑制が多いほど精神的健康度が低いとい
う結果が示されている。このことから，対人コ
ミュニケーションに関連すると思われる親和不
全と他者受容・自己受容に関連があると考えら

れる。また，石原（2013）による思春期・青年
期のける周囲の他者からの被受容感と本来感の
関連をみた研究では，本来感は中学生・高校
生・大学生のどの年代においても，全体的に高
く受容されている感覚を持つものが有意に本来
感が高くなっていると示されている。伊藤・小
玉（2006）によって行われた本来感に関わる日
常生活習慣・活動と対人関係性の検討において
男性では友人との交遊やサークル活動といった
対人的で社会的な営みと本来感が関連している
とし，女性においてはのみ会などでみんなと騒
ぐといったことが本来感と関連しているとし
た。このようなことから，他者と接すること，
その活動の形や，他者から受容されているとい
うことは本来感との関連があると考えられる。
　以上のことから他者とどのような関係性を持
つか，その関係性においてどの程度自己受容・
他者受容を行うかで関係性の形が変容していく
ということが予想される。様々な他者と新しく
関係を持つことのできる「親和不全」の低いも
のは，多くの場面において，自身の価値観を再
検討できる機会が多いのではないかと考えられ
る。多くの他者と触れ合う機会が多くなること
は，価値観の合う他者との出会いの機会も多く
なるといったことの他に，一人ひとりに対して
の関係性の比重が下がってくるといった可能性
が考えられる。多くの異なる他者との出会い
と，自身と近しい価値観を持ったものとの出会
いは，他者との安定した関係性を構築しやすい
環境にあり，安定した関係性において自己を受
容し，自身と他者の両方を受け止め，他者と自
己の違いを認めることに繋がり，自分自身が自
分らしくあるという感覚につなげることが出来
るのではないかと予想される。
　他者を受容することは，関係性を作るに当た
りある程度必要なものと考えられ，我を通すこ
とや，関係性を築くことの両方に関連があると
考えられる。本研究において他者受容から本来
感に対して直接的な影響はみられなかったが，
どの程度他者のありのままを受け止めることが
出来るのかは自身の在り様と，他者との関係性
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の両方に関連するものと考えられる。
　外的な基準に囚われず自分自身に中核的に感
じられる自分らしさとされる本来感であるが，
自分らしさの形成という観点において，他者と
の関係性は存在していると考えられるだろう。
　本研究においては，他者との関係性の安定お
よび自己に対する受容が本来感と大きく関わっ
ていたことが示されたといえるだろう。とりわ
け，他者との関わりにおいては不安や緊張状態
が本来感との相関を示していると考えられる。
他者の存在が得難く，自己の中で失われやすい
ものであると感じられやすい場合，その存在を
失わないために，いかに外部との繋がりを保つ
かを重視し，自己価値を外的なものに依拠させ
やすくなるのではないかと考えられ，自己の価
値観や意義も外部に影響されやすいのではない
かと予想される。他者との関係性が得やすく，
失われにくいものであり，自身もその中で自己
中心的に振る舞えていると感じられている場合
には，他者関係に翻弄され，そこに注力してい
た分の力を自己の内界に向けることが出来るこ
とから，自己の中に内的な価値基準が出来上
がってくるのではないかと考えられる。本来感
を構築していくことは，他者との関係性におい
て自身の中にどの程度入り込むことが出来る機
会に恵まれるのか，といったことにも関連して
いるのではないだろうか。

Ⅷ．今後の課題

　本研究において，他者関係と本来感の関連を
主にとりあつかったが，自己受容と他者受容
が，それぞれどのような役割をもち，どのよう
な場面においてより高められるかの精査と，そ
の精査によって示されたものによる本来感の形
成のさらなる細やかな対比・関連の検討がより
本来感の形成の検討に有益であると考えられる。
　本来感がどのように高められるか，どのよう

な影響を及ぼすかについては対人関係やストレ
スコーピング，内省などについても研究がなさ
れてきており，近年では年齢別に研究されたも
のもあるが，他者関係や，周りとの状態に関し
て，ライフイベントや友人間でどのような問題
があり，どのように解決をしてきたかなど，問
題解決の行い方とも関係をしてくるのではない
かと考えられる。他者との関係性のみにとどま
らず，関係性の構築の手法や，そこに行きつく
までの経過を加えて対比をすることが出来れば
より他者関係との密接な関わりがみえてくるの
ではないかと考えられる。
　また，本研究においてはアイデンティティの
形成と絡めて青年期を対象として研究を行った
が，更なる加齢によって本来感は高まるか，そ
の年齢や，その年齢特有のライフイベント（就
職・出産・子育て・介護など）とも関連がある
か，また，その時期における他者との対比や関
係性についての検討も自身の中核としての自分
らしさをどのように構築していくのかを探るこ
とに繋がるのではないだろうか。

付　記
　本論文は2015年度提出の修士論文に加筆・
修正を加えたものです。
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